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C 181 m 藻の 調理法と 地域性（10 ）一 白藻 の食習 慣とその変 容－

ノ ート ルダム清心 女大　 家政（ 食品・ 栄 養 ）

食　　物

○今田　 節子　　 高尾　 悟子

阻T萄T!　西日本 を中心とした聴 き取り調査に よると ，シラモの 食習慣が今 日まで伝承さ れ

ていたの は岡山 県と山口県の限ら れた地 域で あった 。しかし ，紅藻類が日 本 周辺の広 い海

域に自生 するこ とを考慮す ると ，シラモ の自 生ももっと広い 範囲に及ぶ ものと考 えら れる。

そこで ，文献・ 聴き取り調 査の両面から シラモの自生 と食習 慣の分布 を明確にし ，その伝

承背 景を探って いこ うとした 。

□ij □　『 諸国 産物 帳集 成i　。『 古 事類苑 』等から シラモの自生分布 を ，また，『 日本の

衣と 食 』 。『 日本 の食生 活全集ｊ を主な資料として シラモの食習 慣を明ら かにし た 。さら

に ，聴き 取り調査 結果を合わせ ，シラモの食習 慣の伝承・変容背 景を考察し た 。

［ii‾粟1   ①シ ラモ の名称 は平安時 代の『 和名類 聚抄 』や『 延 喜式 』には ふら れず ，他の紅

藻類に比 べ ，文献 上への出現は 遅い。 ②江戸時 代に入 ると『 毛 吹草 』 。『 庖 厨備用 倭名本

草 』 。『 本朝食 鑑 』等に 産地・ 形態・ 食べ方等が記 載され，シラモは人 々に 認識されてい

た 。③『 所国 産物帳 』に よると江戸時 代 ，シラモは 西日本の日本海沿 岸 ，瀬 戸内沿岸の11

ヶ所に 自生して いた 。④し かし 食習 慣については ，仏事の供物や客膳 料理と して使用され

る習 慣が ，岡 山県 南の備 前地方と 山口県北浦地 方にのみ伝承さ れてお り ，こ れは聴き取り

調査結果と一 致す るものであった 。⑤すな わち, 江 戸時代には西 日本の広 い地域に自 生が

みられた シラモは ，現在ではごく 限られた地 域の食習慣となってし まった 。 ⑥こ の変 容の

背景には.  海岸や 湾の埋め立て ，海水の汚 染等によ る自生地 の消滅, 漁業 規 模の拡大およ

び 漁業 の衰退に よる採藻漁業 の減少, "I 好の変化など の要因が関与し て い ると考えられる。

C 182 岐阜県瑞浪市における住民の薬草利用と健康づくりとのかかわり

中京短期大学　○ 梅村祥世 山内睦子 岡田悦政 安達和俊

目的　高齢化社会の到来は、更なる健康を求めて、自然食・野草・薬草など関心を高め

ている。岐阜県は安土桃山時代から伊吹山に薬草園を開いたといわれ、薬草が豊富で薬草

利用も郷土に根付いているといわれているが、県内の大野保健所の調査を参考として、瑞

浪市においてはどのような状況であるか、特に民間療法の薬草利用の状態を知り、また、

健康食としての利用状況を知り、薬草とA 々の健康とのかかわりについて調べる･ことを目

的とする。

方法　平成３年度岐阜県主催（9  9 市町村）の薬草ウオヅチャーとして瑞浪地区を担当

した。薬草ウオッチッグしながら、地域住民の薬草に関して、６月～1  2月の期間にアン

ケートを取り、薬草と健康づくりとのかかわりについて調べた。

結果　1.人口約４万人の瑞浪市は自然の薬草が2  0 o 種以上あり、薬草に恵まれていた。

2.大野保健所調査の住民と比べると薬草利用者は少ないが、家庭で健康や嗜好品

として薬草の栽培をはじめたとする者があり、関心が高まる傾向がみられた。

3.健康のためビタミンやカロチンなどを新鮮な自然野菜や自然野草に求めている

傾向がみられた。

4.有病者で医療を受けている者が、栄養学的な健康食に加えて家庭看護食・保育

食に対して薬理作用を考え、食膳を工夫している者が見られた。

5.自然環境の破壊による水質汚染により、植物への影響を心配している者もみら

れた。また、野生のきのこによる一家食中毒で治療中であった例もみられた。
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